
意見
　　　社団法人日本文藝家協会は平成９年６月５日に文化庁に著作権の保
護期間延長のため法改正を求める要望書を提出しました。その後、11年を
経過いたしましたが、映画の著作物の保護期間が平成１５年の法改正によ
り公表後７０年に延長された以外は全く進展がありません。
　　　平成１９年６月１日のＣＩＳＡＣ総会では、戦後６０年以上を経て
も日本に課せられている著作権上のきわめて不当な扱いである戦時加算に
ついては、「１．ＣＩＳＡＣは、加盟団体が会員に対し戦時加算の権利を
行使しないよう働きかけることを要請する。２．行使しないこととする時
期については、日本の著作権保護期間が著作者の生存中及び死後７０年ま
でに延長される時期を基準に、当該加盟団体の判断に委ねる」ということ
が可決されました。

　　　先進国のほとんどの国で保護期間が７０年という状況のなか、日本
だけが５０年ということでは戦時加算という不当な扱いもそのまま続くと
いうことになります。現在の著作権保護期間をめぐる世界的な傾向との整
合性の確立なくしては、コンテンツの国際的な流通も共同制作も成立しま
せん。日本文藝家協会はあらためて著作権の保護期間７０年を要望いたし
ます。


